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はじめに･･･ルーブリックを使うにあたり
ルーブリック・・・「パフォーマンス評価」で活躍！！

「自分で決めたと思えるような…」生徒主体のルーブ
リックを作ったらいいね！！

数学科の授業の中で使えるのか

実践してみると…
○意外と、今までもやっていたことに気づく
→意図的に使うと、効果は上がるということを実感
○（生徒にとって）事前に評価のポイントを知ることで見通しがつき、より質
の高いパフォーマンスに。
○（教師にとって）評価の観点がはっきりしているため、アドバイスしやすい
→（生徒・教師にとって）お互いに歩み寄れることで目標達成に近づく

「説明するときは、数学的用語を
用いた方が、Aつくよ～」



ルーブリックの実践

１．授業での実践

２．「主体的に学習に取り組む態度」を見取る実践

３．その他の実践



１．授業での実践



１．授業での実践① 「正負の数 乗除」小単元テストの１時間前（テスト練習）

授業導入にて点数ルーブリックを生徒に考えさせた。



１．授業での実践①
教師「このテストでは、どのくらいでき
るようになればAだと思いますか？」

「５０点の９割だから･･･４６点！！」

「４６点は高すぎるよ。４０点で良いと思う。」

「でも、加減乗除は計算の基本だからって先生言ってたし！」

「え！？じゃあ、４８点にしよう」

教師「ちなみに、隣のB組で話し合った
時の評価Aは４６点でした。」

「俺は５０点目指すよ」

「え～高すぎる」

目標「テスト練習でAをとろう」



１．授業での実践①

A
○明確な目標を持って取り組んでいた様子
が見られ、集中力が上がっていた。

△点数ルーブリックは、生徒主体で決める
のは難しかった。（当然、ハードルは低い
方が生徒にとって楽なので、評価Aを低くし
ようとする声も上がる。）
→「指導のための評価」を前提とするなら
ば、無理に学年や学級で揃えようとせず、
生徒の実態に合わせて設定するのもよいの
では。

「やったーAだ」
「あと１問正解でAに
なるからもう一度テス
トやります」



１．授業での実践② レポートづくり＆発表



１．授業での実践② レポートづくり＆発表



１．授業での実践②
各クラスでルーブリックを作成してから作業に入りました。

A組

C組

B組



１．授業での実践②



１．授業での実践②

他の生徒からA評価をもらっていた生徒の発表例

基準を決めた理由を論理的に説明

基準とのばらつきをグラフで表して
視覚的に説明

「基準との差」を表を使ってわかり
やすく説明



１．授業での実践②

他の生徒からB・C評価をもらっていた生徒の発表例

基準の説明が不十分

説明がわかりにくい

誤答



１．授業での実践②

実践①小テストに
向けてのルーブ
リック(12/27)

実践①小テスト
に向けてのルー
ブリック(23/27)

実践②正負の数の利用
まとめ＆レポート作り

（24・25/27）

１章の単元計画（生徒用）



２．「主体的に学習に取り組む態度」
を見取る実践



２．「主体的に学習に取り組む態度」を見取るために



２．「主体的に学習に取り組む態度」を見取るために
授業ノートの
ルーブリック

授業ノートで、特に評価する所は、生徒にとって
わかりやすいように青いラインに。



２．「主体的に学習に取り組む態度」を見取るために

解き直しノートの
ルーブリック

① 知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力等を身に
つけたりすることに向けた粘り強い取組を行おうとしている側面
② ①の粘り強い取組を行う中で、自らの学習を調整しようとする
側面

の２つの側面を評価することが求められる



２．「主体的に学習に取り組む態度」を見取るために

１章「正負の数」単元テスト後
の解き直しノート評価状況

12%

45%

33%

10%

解き直しノート結果（提出者８７人中）

S A B C

29人

10人９人

39人



２．「主体的に学習に取り組む態度」を見取るために

提出前
○（生徒）事前に評価のポイントを知ることで今後の取組の見通しにつ
ながる
○（教師）評価の観点がはっきりしているため、アドバイスしやすい
→中１からレベルの高いパフォーマンスが見られた。
※中３までなると、生徒達の今までの経験から、頭の中に見えないルー
ブリックがあるのかと思います。

提出後
○（教師）評価基準が明確なので、チェックしやすい
○（生徒）なぜこの評価なのか、足りない部分を理解しやすい



３．その他の実践



３．テストにのせるルーブリック（パフォーマンス評価ではない）

○テストを受ける度に、自分の評
定は何に近いのかを生徒が自分で
知ることが出来る
→単元毎に自分の学習をふり返り、
次回に生かすことができる
（解き直しノートに反省記入）
→通知表を見ても納得できる

「BAだから３か４だ！」
→「このテストで７８点だと、評
定何つきますか」の質問が激減。

「私は知識技能を問う問題がB
だから、符号ミスをしないよう
にもっと頑張ろう」



今後に向けて

△個人の主観にならないよう気をつけているが･･･信頼性・妥当性は？

→教師だけではなく、生徒も納得できるルーブリック作りの工夫（生徒

と話し合う場面、生徒主体でルーブリックをつくる場面、S評価の作品を

吟味する場面など）

また、同じ教科、同じ学年の先生方とモデレーション（＝複数の採点者

間で採点結果が一致するように調整）することも大切


